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屈
岡
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ハ
と
じ
て
お
く
と
ベ
ん
り
で
す
v

西
部
中
体
育
館
が
6
月
か
ら
夜
間
開
放
さ

れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
グ
W

l
プ
や

青
年
の
参
加
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、

毎
週
水
曜
日
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
が
開
催
さ
れ、

6
月
と
7
月
は
パ
レ

l
ポ

l
y
教
室
が
ひ
ら
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
教

室
に
は
、
家
庭
婦
人
な
ど
多
数
参
加
し
、
専
任

指
導
員
の
コ

l
チ
で
な
ご
や
か
に
練
習
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
体
育
館
の
夜
間
開
放
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
(
午
後
6
時
加
分
l
同
9
時
加

分
)
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
'、
卓
球
、
成
人
体

操
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
団
体
で
利
用
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

人口のうごきく5月末)

世帯数 11.770世帯

人口(男)22.590人
(女)24.560人

(男) (女)

49人 34人
17 10 
63 72 
55 70 

b
か
あ
さ
ん
も
参
加

盛
況
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
'
教
室

写真=バ レーポーノレ教室で練習をする婦人たち
生
亡
入
出

出

死

転

転
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る

づ

道路の舗装すすめ

おう報広

• 5キロを着工41路線 11

仏

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い
道
路
の
舗
装
と
改
良
は
、
こ
と
し
の
重
点
施

山

川
策
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

向

山

市
道
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
ゃ
く
四
千
五
百
万
円
を
か
け
て
十
一

・
五
キ
ロ
ば
を

m

w

着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
0

.

m

w

つ
ぎ
に
舗
装
さ
れ
る
お
も
な
路
線
と
延
長
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

明

魚
津
臨
港
線
H
金
屋
町
上
村
木
地
内
，

三
百
M
、
マ
都
計
四
号
線
H
真
成
寺

双
葉
町
地
内
百
二
十
討
、

マ
八
代
堤

防
線
H

八
つ
橋
湯
前
通
り
百
M

マ
商
魚
津
駅
前
線
H
駅
i
自
動
車
学

校
間
百
五
十
抗
、
マ
住
吉
吉
野
線
H

住
吉
旧
国
道

i
新
国
道
間
八
百
五
十

抗
、
マ
住
吉
三
号
線
H
小
学
校
前
三

百
M

マ
鹿
野
湯
上
線
H
出
部
落
付
近
六
百

M
州
、
マ
金
山
谷
北
山
線
H
分
校

t
鉱

泉
間
三
百
M
、
マ
開
木
山
線
H
火
葬

場
取
付
道
路
五
百
M

マ
保
健
所
横
線
日
間
所
i
明
石
農
機

関
二
百
六
十
抗
、
マ
文
化
町
保
健
所

横
線
H
文
化
町
踏
切

t
同
所
間
百
M

市
道
の
舗
装
は
、
四
十
一
路
線
延
長

一
万
一
千
四
百
二
十
九
M
を
計
画
、
こ
-

の
費
用
四
千
四
百
七
十
万
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

舗
装
工
事
は
4
月
か
ら

始
め
ら
れ
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
8
月
中
旬
ま
で
に

'

完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第 3種郵便牧露官、可

ー
市

お
も
な
舗
装
路
線

道

マ
田
方
町
四
号
線
日
望
月
前
ほ
か
百

八
十
六
M
、
マ
諏
訪
二
号
線
、
諏
訪

九
号
線
、
元
町
線
ほ
か
H
旧
高
町
地

内
一
千
六
百
八
抗
、

マ
都
計
十
二
号

線
H
火
の
宮
町
地
内
七
百
十
抗
、
マ

マ
緑
ケ
正
線
日
新
国
道

i
墓
園
間
六

百
五
十
M
、
マ
友
道
大
先
寺
線
H
舟

崎
電
気
百
前
百
抗
、
マ
都
計
五
十
号

線

u沖
田
地
内
百
十

M

マ
東
城
線
日
島
尻

i
前
東
城
間
三
百

八
十
民
、

マ
吉
島
団
地
東
中
線
H
市

営
住
宅
内
五
百
五
十
M
、
マ
杉
野
印

回
線
H
新
国
道

i
グ
ラ
ン
ド
間
二
百

五
十
M
M
、
マ
印
田
六
郎
丸
線
日
県
道
l

水
源
地
前
通
り
百
五
十
抗
、
マ
晴
海

ケ
正
線
H
団
地
内
四
百
五
十
M

'
マ
都
計
三
十
七
、
三
十
八
、
百
十
、

百
三
、
百
十
二
号
線
日
魚
津
駅
日
通

前
、
農
協
ス
タ
ン
ド
横
な
ど
、
五
百

三
十
抗
、
マ
青
島
線
H
県
道

i
日
カ

青
島
社
宅
間
四
百
M

松
倉
小
学
校
に
プ
l

u

y
が
建
設
中
で
す
。
乙
の

に

・
プ
l
w
は
、
幅
十
抗
、

長

校

-

さ
十
五

M
、
五
コ

l
ス
の

尚
子
。
小
型
の
も
の
で
す
。
シ
ャ

小

フ

ワ
1
、
洗
限
、
給
水
施
設

A
(

眉

を

含
め
て
工
事
費
は
四
百

松

四

十

七

万

円

で

、
7
月
叩

日
ど
ろ
完
成
す
る
こ
と
に

な
フ
て
い
ま
す
。
乙
れ
で
市
内
小
学
校

の
プ
l
h
y
は
七
つ
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
と
し
か
ら
安
心
し
て
水
泳
が
で
き
る

も
の
と
、
同
校
児
童
や
父
兄
か
ら
完
成

が
ま
た
れ
て
い
ま
す
。

マ
経
団
坂
の
下
線
H
宮
井
酒
庖
横
通

り
百
七
十
抗
、
マ
岡
経
団
立
石
線
日

坂
の
下
宮

l
地
鉄
踏
切
間
二
百
八
十

M
、
マ
経
団
保
育
線
H
保
育
所
前
通

り
百
九
十
M
、
マ
経
田
駅
高
工
線
日

県
道
!
工
業
高
間
三
百
M
、
マ
経
団

母
子
寮
線
H
-旧
母
子
寮
横
通
り
百
十

メ
判マ

東
尾
崎
線

u
県
道
か
ら
東
尾
崎
地

内
百
四
十
M
、
マ
女
子
高
校
線

u
木

下
新
地
内
百
五
十

M
、
マ
小
川
寺
日

尾
線
H
小
川
寺
地
内
二
百
三
十
M
、

マ
小
川
寺
御
影
線
日
小
川
寺
地
内
百

M
な
ど
。県

道

マ
阿
弥
陀
堂
魚
津
駅
線
H
天
神
野
新

地
内
一
千
百
抗
、
マ
大
谷
荒
町
線
H

大
谷
地
内
八
百
M
F(以
上
簡
易
舗

装
)
、
マ
古
鹿
熊
田
方
町
線
H
.大
先

寺
地
内
六
百

M

写
真
上
H
市
道
開
木
山
線
の
舗
装
工
事

市

役

所

前

公

園

を

整

備

市
役
所
前
公
園
は
、
昨
年
に
ひ
き
つ

づ
き
整
備
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
と
し
は
、
植
樹
が
お
も
で
、
け

や
き
、
か
し
、
い
ち
ょ
う
な
ど
五
十
八

本
と
、
さ
っ
き
、
つ
つ
じ
な
ど
九
百
九

十
本
が
植
え
ら
れ
、
緑
ゆ
た
か
な
公
園

と
な
り
ま
す
。
ま
た
遊
歩
道
の
舗
装
、

芝
張
、
ベ

ン
チ
八
基
も
設
け
ら
れ
叩
月

末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
工
費
は
五

百
万
円
。

市
税
の
納
期
は
、

一
年
を
通
じ
て

5
月
と

3
月
を
除
い
て
各
月
に
あ

り
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
の

つ
ど
金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
い
て
納

税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
面
倒
な
手

聞
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
口
座
振
替

制
度
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
振
替
制
度
に
加
入
さ
れ
ま
す

と
、
税
の
納
期
の
最
終
日
に
、
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
振
込
ま
れ
ま
す

の
で
、
直
接
納
税
に
出

替

か
け
な
く
て
も
よ
く
、

三
に

ま
た
、
納
期
限
を
忘
れ

羽
虫

て
い
て
も
、
金
融
機
関

]怯」

が
納
税
手
続
き
を
し
て

!

く
れ
ま
す
。

十

口

口
座
振
替
で
き
る
税

で

}

金
は
、
市
県
民
税
、
田

川

ι
定
資
産
税
、
国
民
健
康

ペ
時
厄

保
険
税
、
軽
自
動
車
税

J
w
z
f
で
す
。

計

市

口
座
振
替
を
利
用
さ

t

れ
で
も
、
い
ま
ま
で
ど

お
り
納
税
通
知
書
が
本
人
あ
て
に
出

さ
れ
ま
す
か
ら
、
課
税
さ
れ
た
内
容

や
税
額
な
ど
は
、
十
分
わ
か
り
、
本

人
の
知
ら
な
い
聞
に
税
金
が
引
か
れ

て
し
ま
う
と
い
う
乙
と
が
あ
り
ま
せ

ん。
こ
の
制
度
に
加
入
さ
れ
る
と
き

は
、
預
金
の
種
類
と
口
座
番
号
、
口

座
利
用
の
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

- 2-



国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
な
ど

第 3種郵便物認可

十

議

案

四

6
月
定
例
市
議
会
は
、

9
日
招
集
さ
れ
、
ま
ず
市
長
か
ら
刊
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業
補
正
予
算
な
ど
十
四
議
案
の
提
案

理
由
説
明
が
あ
り
、
議
案
は
、
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
乙

の
あ
と
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
議
員
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ロ
日
再
会
さ
れ
た
議
会
で
は
、
各
委
員
長
か
ら
議
案
審
査
報
告
の
あ

と
、
十
四
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
ま
た
、
青
年
の
家
建
設
に

関
す
る
請
願
ほ
か
陳
情
書
十
二
件
を
採
択
、
そ
の
ほ
か
陳
情
六
件
を
保

留
ま
た
は
不
採
択
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
し
た
。6

月

定

例

市

議

会

|

づ

会一
計般

補
正
予
算
額
は

おつ

三
千
二
百
万
円

報

iおi
!も !

!な i

:議 ;
;案j

広46.7. 1 

-

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
額
が
そ
れ
ぞ
れ
三
干
二
百

四
十
七
万
円
追
加
さ
れ
、
予
算
額
は
十

九
億
三
千
七
百
五
十
八
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
支
出
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と

お
り
。老

朽
が
い
ち
じ
る
し
い
じ
ん
か
い
焼

却
場
の
修
繕
費
に
百
七
十
五
万
円
、
蛇

団
地
区
の
農
道
延
長
九
百
九
十
M
整
備

に
八
百
九
十
万
円
、
山
林
振
興
事
業
の

一
つ
で
あ
る
金
山
谷
北
山
線
道
路
改
良

に
三
百
六
十
万
円
、
上
中
島
九
号
線
道

路
改
良
五
百
二
十
万
円
、
住
吉
吉
野
線

踏
切
改
良
に
三
百
三
十
万
円
、
東
蔵
平

沢
線
板
橋
改
良
に
四
百
五
十
万
円
、
魚

津
駅

l
電
鉄
魚
津
駅
線
道
路
改
良
に
九

百
万
円
な
ど
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
部
中
学
校
音
楽
室
の
改
築

と
、
パ
レ

l

コ
l
卜
の
新
設
に
百
八
十

万
円
、
片
貝
山
女
分
校
跡
を
「
魚
津
市

青
少
年
の
家
」
と
し
て
開
放
す
る
た
め

の
改
装
費
や
運
営
経
費
と
し
て
百
四
十

万
円
、
災
害
復
旧
費
と
し
て
は
、

経
団

漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
百
九
十
万
円
、

農
業
用
施
設
や
林
道
の
復
旧
費
五
百
三

十
七
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
繰
越
金
一

千
六
百
万
円
、
国
県
支
出
金
七
百
三
十

万
円
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
三
百
八

十
万
円
、
市
税
三
百
万
円
な
ど
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

-
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

吉
野
お
よ
び
上
野
(
上
中
島
地
区
〉

に
簡
易
水
道
を
設
置
す
る
と
と
に
な
り

こ
れ
に
要
す
る
費
用
一
千
四
百
十
六
万 を

可

決

円
計
上
さ
れ
、
乙
の
財
源
と
し
て
、

国

県
の
補
助
金
四
百
九
万
円
、
受
益
者
分

担
金
四
百
二
十
九
万
円
、
市
債
六
百
万

円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

-
市
議
員
等
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
改
正
ほ
か

市
議
会
議
員
、
市
長
ら
三
役
、
教
育

長
な
ど
の
報
酬
や
給
与
が
、
特
別
職
等

報
酬
審
議
会
の
答
申
に
も
と
ず
い
て
、

議
長
七
万
円
、
副
議
長
六
万
円
、
議
員

五
万
五
千
円
、
市
長
十
九
万
円
、
助
役

十
六
万
円
、
収
入
役
十
五
万
円、

教
育

長
十
四
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

-
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

国
保
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、

助

産
費
と
し
て、

現
在
二
千
円
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
9
月
か
ら
一
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

-
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
五
万
円
か

ら
八
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

年
間
所
得
額
が
、
基
礎
控
除
額
に
被
保

険
者
一
人
に
つ
い
て
六
万
五
千
円
を
加

算
し
た
金
額
よ
り
下
ま
わ
る

場
合
に

は
、
減
額
世
帯
の
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
乙
の
金
額
が
八
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

.

新川広域圏事務組合議会

予算や役員などきめる

新
川
地
区
の

発
展
を
は
か
る

た
め
、
昨
年
二

市
三
町
に
よ
る

広
域
市
町
村
閣

の
設
定
を
受
け

協
議
会
を
設
け

て
振
興
盤
備
計

画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
新
川
地

区
広
域
市
町
村

圏
振
興
特
一
備
計
画
に

は
、
日
刊

i
m年
度
実

施
す
る
事
業
が
き
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
計
画
に
も
ら

れ
た
共
同
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
4

月
1
日
に
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
が
設

立
さ
れ
、
事
務
局
が
魚
津
市
役
所
三
階

に
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
協
議
会

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
務
組
合
の
議
決
機
関
で
あ
る

組
合
議
員
が
、
関
係
市
町
の

6
月
議
会

に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

6

月
日
日
魚
津
市
役
所
で
、
初
の
組
合
議

会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
役
員
の
選
出

や
刊
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
、
組
合

運
営
に
必
要
な
関
係
条
例
な
ど
が
審
議

長長 て掴・・函都圏盤型型・・h出話理圃臨 よさ
と がい 圃・・圃・・鍍顎・臨欝翠頭園圏断可三塁 選宇 栄嶋 郎畠 広長 ママ ぴ れ
入魚ま・・・・・脳闘鶏窪脳副・iIil.~，.，... 這出 奈吉田 (平作)副議役決
善 津 す・・・・園理由薗歯踏温・・圃...... E 月 、久以俊 議長員定
町市。ーーーー，_ー. .一一 マ町米之上雄河マ長 11 はさ
長長理 酢は回(黒 、|崎議 11 船次れ
の 、事 写真=第 1回 の 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 査 町 吉 以 部 岡 浅 員 上 屋 の ま
三副・会 委議二上市島之 11 野幸 と し
人理の 長 れ 理執 員会(入)清助中幸吉 おた
で 事役が 、事行 ま役(役 員奈 山日 11 議以善 買β尾一黛見。
す長員理関会機た)魚 11 '-'月本町沼員上町長 政

0 がは事係が関、 津三 町米議井選朝)島川右一言需 主
、と 市設と組 市井マ監作長栄挙日 啓本

書量号52主合 実支突妻♀〉翁を巴毒議豪雪議長雪 景
-3-

臨
時
市
議
会
ひ
ら
く

臨
時
市
議
会
は
、
6
月
お
日
ひ
ら
か

れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
(
一
千
九
百

七
万
円
追
加
)
愛
育
園
改
築
工
事
請
負

契
約
、
経
国
漁
港
修
築
事
業
工
事
請
負

契
約
な
ど
四
議
案
を
可
決
、
ま
た
新
川

育
成
牧
場
組
合
議
員
に
後
藤
広
作
、
伊

東
直
二
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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昭
和
何
年
5
月
に
勤
労
青
少
年
福

祉
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
勤
労
青
少
年
が
充
実
し
た
職
業
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
よ
き
職
業

人
と
し
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
設
け

ら
れ
た
も

の
で
す
o

仔
日
は
勤
労
青
少
年
の
日

ま
た
、
勤

青
少
年
ホ
l
ム
で
つ
ど
い
を
計
画

労
青
少
年

が
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
よ

う
7
月
の
第
三
土
曜
日
(行
日
)
が
勤

労
青
少
年
の
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た。

乙
の
法
律
は
、
勤
労
青
少
年
が
健

全
に
成
長
す
る
よ
う
勤
労
青
少
年
ホ

青
少
年
や
青
少
年
育
成
関
係
者
が
、

共
同
生
活
を
し
な
が
ら
自
然
に
親
し

み
、
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
通
じ
て
、
社
会
性
や
友
情
を
深
め
る

目
的
で
「
魚
津
市
青
少
年
の
家
」
が
こ

と
し
か
ら
ひ
ら
か
れ
る
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
教
委
で
は
、
乙
の
青
少
年
の

家
を
、
片
貝
小
学
校
山
女
分
校
跡
の
校

舎
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
、

改
装
工
事

を
い
そ
い
で
い
ま
す
。

青
少
年
の
家
は
、
7
月
別
日
ご
ろ
か

ら
8
月
末
日
ま
で
は
毎
日
、
こ
の
期
間

を
除
く
4
月
か
ら
叩
月
ま
で
は
、
土
曜

日
と
日
曜
日
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
定
員
は
五
十
人
で
、
必
要
な
炊

事
用
具
や
食
器
類
を
そ
な
え
、
ゃ
く
百

名
の
研
修
が
で
き
ま
す
。
使
用
料
は
無

料
で
す
が
、
燃
料
や
調
味
料
な
ど
実
質

徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
ム
に
お
い
て
、
指
導
員
が
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
を

行
な
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、
グ

ル
ー
プ
活
動
な
ど
に
余
限
を
有
意
義

に
す
ご
せ
る
よ
う
つ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

と
い
う
こ

と
も
き
め

ら
れ
て
い

ま
す
。青

少
年
ホ
l
ム
で
は
、
乙
の
日
を

記
念
し
て
、

楽
し
い
歌
声
、
の
ど
自

慢
、
ゲ
l
ム
、
演
奏
会
な
ど
の
つ
ど

い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

マ
相
談
員
は
、
富
山
大
学
助
教
授
泉
俊
州

郎
医
師
桝
崎
哲
夫
家
庭
裁
判
所
川

調
停
委
員
中
村
松
之
助
市
教
育
セ

川

ン
タ
l
教
諭
扇
谷
逸
郎
西
部
中
学
川

教
諭
松
永
昭
子
魚
津
高
校
教
諭
捌

川

駿
さ
ん
の
六
人
で
す
。

・7
ピ
ハ
い
壬
-
許
4
A

』会
4
4

口
同
た
官
ヘ
コ
色
¥
¥
ザ
レ
「

州

ピ
乏
障
が
中
力
軍
ゴ

F
十
↑

4

副長

g

i

J
ト
h
1

!

t
 

ひ
ら
く
図
書
館
内
に

h
存
}

マ
相
談
さ
れ
る
と
き
は
、

事
前
に
連
絡
川

さ
れ
て
も
、
ま
た
直
接
相
談
室
へ
お
川

い
で
に
な
っ
て
も
結
構
で
す
。
な
お
川

相
談
員
の
担
当
日
が
決
め
ら
れ
て
お
川

り

ま

す

。

川

・

最
近
、
国
鉄
魚
蔀
駅
川

」

y
前
広
場
や
電
鉄
魚
庫
駅
川

ー

で

前
、
国
道
八
号
線
治
線
川

批

要

な
ど
に
無
届
け
の
広
告
山ー

叫

必

物

が

よ

く

み

ら

れ

ま

川

|

:

l

 

E
I
K
'

す
。
ま
た
、

電
柱
や
街
川

付
μ

は斗

路
樹
に
も
立
看
板
や
ポ
川

ー

ー

外

枇

ス
タ
l
、
か
け
札
な
ど
山

:

:

ー

屋

!

/

違
反
広
告
物
が
数
多
く
川

み
，ら
れ
、
街
の
美
観
を
川

い
ち
じ
る
し
く
そ
こ
ね
、
交
通
上
の
障
川

害
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
屋
外
に
掲
出
さ
れ
る
広
川

告
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
、
県
条
例
に

川

よ
っ
て
届
け
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
川

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
広
告
物
を
出
川

さ
れ
る
と
き
は
、
事
前
に
市
役
所
建
設
川

課

へ

届

け

出

て

く

だ

さ

い

。

川

家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

市
教
委
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
人
間

関
係
の
こ
と
、
乙
ど
も
の
性
格
形
成
の

こ
と
、
こ
ど
も
の
知
能
や
身
体
の
こ
と

な
ど
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

の
相
談
を
受
け
る
た
め
、

7
月
ロ
日
か

ら
家
庭
教
育
相
談
室
を
次
の
よ
う
に
設

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
相
談
日
時
H
毎
週
月
曜
日
午
後

1

時

t
4時

マ
相
談
場
所
日
市
立
図
書
館

社
会
を
明
る
く

す

る

運

動

7
月
!
日
か
ら
一
カ
月
間
、
全
国
い

っ
せ
い
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
手

で
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
す
す
ん
で

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
あ
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

最
近
の
犯
罪
や
非
行
は
、
広
域
化
し

地
域
社
会
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
お
り

ま
す
。
社
会
、
学
校
、
家
庭
に
お
い
て

も
、
犯
罪
の
原
因
と
な
る
障
害
を
取
り

除
き
、
犯
罪
予
防
に
ど
協
力
願
い
ま
す
。

予
防

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に

よ
る
住
民
検
診
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
学
校
や
勤
め
先
で

検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

西
布
施

マ
西
布
施
連
絡
所
H
7
月

ロ
日
午
前
川
時

i
ロ
時
、
午
後
1

時
1
3時
マ
黒
沢
保
里
清
弘
宅

H
7
月
日
日
午
前
川
時
j
ロ
時
、

午
後
1
時
1
3時
マ
御
影
川
上

健
治
宅
H
7
月
刊
日
午
後
1
時
i

3
時

片
貝

マ
道
坂
米
沢
清
吉
宅
日

7
月

同
日
午
前
9
時
初
分
、
(
日
時

経
田

マ
持
先
寺
公
民
館
H
7
月
日

日
午
前
9
時
加
分
i
m
時
初
分

マ
江
口
倉
庫
H
7
月
日
日
午
前
日

時

i
什
時
叩
分

天
神

マ
天
神
分
教
場
H
7
月
日
日

午
後
1
時

1
3時

加
積

マ
加
積
公
民
館
H
8
月
2
日

午
前
9
時
初
分

i
日
時
叩
分
マ

東
部
中
学
校
H
8
月
3
日
午
前
9

時
叩
分
!
日
時
叩
分

上
野
方

マ
上
野
方
小
学
校
H
8
月

2
日
午
後
1
時
1
3時

下
中
島

マ
住
吉
小
学
校
日

8
月
3

日
午
後
1
時
1
3時

住
民
検
診

-4-

六

歳

未

満

の

結
核
予
防
接
種

昭
和
刊
年

4
月
2
日
か

ら
め
年
ロ
月
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。
魚
津
観
光
ま
つ
り

8
月

7
t
9
日
に
実
施

て3

魚
津
観
光
ま
つ
り
が
、
8
月
7
日
i
t

9
日
ま
で
の
三
日
間
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
観
先
ま
つ
り
は

観
光
魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
先

客
誘
致
を
は
か
る
た
め
、
昨
年
か
ら
実

施
さ
れ
、
こ
と
し
は
第
二
回
目
を
迎
え

ま
す
。

6
月
日
日
の
実
行
委
員
会
で
次

の
よ
う
な
行
事
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
0

8
月
7
日
(
土
)

V
の
ど
自
慢
大
会
H
午
後
2
時
l
5

時
、
市
民
会
館

V
と
う
ろ
う
流
し

H
経
団
浜
、
諏
訪
海
岸

V
た
て
も

ん
祭
日
諏
訪
神
社

8
月

8
日
(
日
)

V
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
選
手
権
大

おつ報広46.7.1 

、弘、
」
害
健
康
調
査
は
、
川
μ
l
n
目
、

道
下

d

，;一
経
団
地
区
の

一
千
二
百
人
を
対
象
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
(
青
年
団
相
撲
大
会
、
中
央
大
学

相
撲
部
の
特
別
出
場
)

H
午
前
9
時

か
ら
、
魚
津
神
社

V
バ
ト
ン
ト
ワ

ラ
l
ズ
の
市
中
行
進
H
午
後
5
時

1

6
時

V
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し
H

午
後
7
時
叩
分
か
ら

V
と
う
ろ
う

流
し
日
午
後
8
時
叩
分
か
ら
諏
訪
海

岸

V
た
て
も
ん
祭
日
諏
訪
神
社

8
月
9
日

ハ月
)

V
納
涼
花
火
大
会
H
午
後

7
時
ぬ

分

1
9時
、
大
町
海
岸

期
間
中
は
商
百
街
中
元
大
売
出
し
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
観
先
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
・4
.一庁
移
動
相
談
室
は
叩
日
小
川
寺
光
学

1
・

…;i
d
坊
で
ひ
ら
か
れ
、
県
政
対
に
す
る
活

発
な
躍
見
や
要
望
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
、
休
耕
な

ど
の
関
係
か
ら
山

間
部
に
お
い
て
、

農
地
(
田
畑
)
に

植
林
さ
れ
る
人
が

多
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
農

地
に
植
林
す
る
と

き
は
、
事
前
に
農

業
委
員
会
へ
転
用

申
請
を
出
し
、
県

知
事
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
、
植

林
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
い

で
、
植
林
し
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、

農

地
法
に
違
反
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
い
ま

す
ぐ
地
区
農
業
委
員
か
、
市
役
所
内
農

れ 1 : .~ : 
まチ !海 ;
しな
たど 14上
。累日自
情 市街
ら民|敏
し会 東
い館 京 、
演で音
奏 あ楽
をf?1按
き 、の
か 弱演
せ壮奏
てな会
くマは

業
委
員
会
事
務
局
へ
相
談
し
て
、
転
用

川

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
"

な
お
、
特
年
度
の
米
の
生
産
調
整
で
川

水
田
に
植
林
さ
れ
る
と
き
は
、
特
年
日
川

月
初
日
ま
で
に
、
必
ず
県
知
事
の
転
用
川

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
、
永
年
転
作
奨
川

励
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
条
件
に
な

川

っ
て
い
ま
ず
か
ら
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

寄

付

ー

マ
二
万
円
H
黒
部
市
山
沢
与
兵
衛
マ

川

一
万
円
H
村
木
十
一
区
寺
崎
ム
ツ
エ

"

マ
一
万
円
H
双
葉
町
鎮
智
熊
雄
マ
玉
川

千
円
H
西
尾
崎
中
村
博
志
マ
五
千
円
酬

H
金
山
谷
左
近
勇
吉

.
立
平
円
H
金
浦
川

町
大
島
信
子

(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
川

を
〉
マ
七
万
七
千
四
百
二
十
八
円
H

川

淡
交
会
魚
津
支
部
青
年
部
、
魚
津
青
年
川

会
議
所
、
吉
田
工
業
K
K
研
究
部
工
機
川

部
、
魚
津
O
F
B
M
、
魚
津
西
ロ
ー
グ
川

リ
l
マ
五
千
円
日
岡
町
藤
田
秀
雄
川

マ
二
千
円
件
金
山
谷
部
落
青
年
会
一
同
川

マ
二
千
円
H
中
央
通
り
一

丁
目
飛
世
静

川

枝
、
い
ず
れ
も
善
意
銀
行
へ
寄
付
が
あ
川

り
ま
し
た
。
ま
た
、住
吉
保
育
園
へ

、折
川

紙
ケ
l
ス
(
五
千
円
相
当
)
が
吉
野
浦
田
川

三
郎
さ
ん
よ
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
'

交

通

事

故

県
の
交
通
事
故
巡

山

回
相
談
は
、

7
月
6
1

巡
回
相
談

…

日
(
火
)
と
7
月
m
m
川

日
(
水
)
の
二
日
間
、
市
役
所
第
三
会

川

議
室
で
ひ
白
か
れ
ま
す
口
(
時
間
は
午
前

川

問
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
〉
交
通
事
故

川

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
川

利
用
く
だ
さ
い
。

川

引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を

対
象
に
ツ
ベ
ル
'
ク
リ
ン
反
応
注
射
と
'

B
C
G
接
種
を
行
な
い
ま
す
。
園
児

は
そ
の
施
設
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い

校
下
り
ぷ
抑
酬
は

ω
場
所

。
。
日
付
。
。
回
日

本
江

2
日

4
日

小

学

校

加
積

3
日

5
日

分

教

場

天
神

3
日

5
日

分

教

場

上
中
島

4
日

6
日

小

学

校

経
団

9
日

け
日

小

学

校

片
員

9
日

日

日

小

学

校

道

下

山

日

ロ

日

小

学

校

西
布
施

叩
日

ロ
日

小

学

校

受
付
時
聞
は
午
後
1
i

2時

ガ
ン
の
早
期
発
見

を
目
的
に
胃
ガ
ン
と

子
宮
ガ
ン
の
検
診
を

行
な
い
ま
す
。

〈
婦
人
検
診

V

地

区

検

診

日

場

所

西
布
施

8
月
刊
日
小
学
校

住
吉

8
月
行
日
小
学
校

上
野
方

叩
月
6
日

小

学

校

マ
・
:
検
診
時
間
午
後
1
時
i

2時

マ
・
・
・
検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

八
十
名
、
検
診
料
は
三
百
円
で
す
。

マ
・:
申
込
み
は
、
西
布
施
地
区
が
8

月
3
日
ま
で
、
住
吉
地
区
が
8
月
刊

日
ま
で
市
彼
所
保
険
衛
生
課
へ
。

八
胃
ガ
ン
検
診

V

地

区

検

診
日

場

所

西
布
施

8
月
2
日

小

学

校

松
倉

8
月
日
日
連
絡
所

本
江

9
月
同
日
魚
津
保
健
所

ハ
次
ベ

1
ジ
に

つ
づ
く
)

胃

ガ

ン

婦
人
検
診
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46.7 . 1 

お
し戸り

せ

づ

県

政

公

聴

会

県
で
は
、
県
政

8
月
4
日

こ

に
対
す
る
卒
直
な

-
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
聞
き
し
て
、
行
政
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
県
、

土
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
県
政
公
聴
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。、

県
政
に
対
す
る
と
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

マ
日
時
日

8
月
4
日
(
水
)
午
後
Z
時

か
ら
4
時
ま
で

マ
場
所
H
村
木
小
学
校
講
堂

当
日
は
県
か
ら
知
事
や
各
部
長
な
ど

が
出
席
さ
れ
る
予
定
。

おう報広

冷
凍
食
品
の
展
示

と

調

理

の

実

演

第 3種郵便物認可

七
十
年

代
は
、
食

ロ聞
の
エ
ー

ス
と
し
て
冷
凍
食
品
が
脚
先
を
あ
び
て

き
ま
し
た
。
県
で
は
、

冷
凍
食
品
の
正

し
い
保
存
法
や
調
理
法
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

展
示
会
と

調
理
法
の
実
演
を
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時
H
7
月
7
日
(
水
〉
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所
前
広
場

マ
展
示
と
実
演
内
容
H
①
冷
凍
食
品
の

展
示
(
や
く
三
百
種
類
)
②
調
理

法
の
実
演
①
映
画
(
や
く
初
分
〉

県
で
は
、

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
関

所
を
記
念
と
し
て
「
第
一
回
み
ん
な
の

消
費
生
活
展
」
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
日
時
H
7
月
9
日
i
同
日
、
午
前
叩

時

i
午
後
6
時

マ
場
所
H
県
民
会
館
一
階

マ
展
示
品
H
①
技
術
の
進
歩
に
よ
る
環

境
の
変
化
①
情
報
化
の
進
展
に
と

も
な
う
環
境
の
変
化
①
生
活
の
高

度
化
に
と
も
な
う
生
活
問
題
一

④
生

活
設
計
と
家
計
な
ど
。

み
ん
な
の
消
費

生

活

展

8
月

1
日

現

在

で

市
で
は

住
民
の
実
態
調
査

8
月
1
日

現
在
で
住

民
の
実
態
調
査
を
行
な
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
住
民
の
福
祉
と
利
便
を
は

か
る
た
め
、
住
民
登
録
が
適
正
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す

調
査
の
内
容
は
、
住
所
の
設
録
、
選

挙
人
名
簿
の
登
録
の
有
無
、
国
民
健
康

保
険
や
国
民
年
金
加
入
の
有
無
な
ど
で

す。

調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
じ
ま
す
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

富
山
県

や
統
計
協

会
な
ど
の

主
催
に
よ
り
、
統
計
グ
一
フ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
'が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格
と
課
題
H
県
内
に
在
住
す

る
人
。
一

部
が
小
学
校
児
童
(
本
人

の
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
化
〉、

二
部
が
中
学
校
生
徒
(
既
存
の
統
計

資
料
の
利
用
か
、
本
人
の
観
察
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
化
〉
、
三
部
が
高
等

学
校
以
上
の
学
生
(
制
限
な
し
〉

、

四
部
が
一
般
(
制
限
な
し
)

マ
送
付
先
日
富
山
市
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
統
計
調
査
課

マ
締
切
日

H
8
月
引
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課
へ

お
間
合
わ
せ
を
。

自

衛

艦

の

艦

内

公

開

海
上

と

体

験

航

海

自
衛
隊

の
姿
を

み
な
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
く
た
め
、

自

衛
隊
駆
潜
艇
四
隻
の
艦
内
公
開
と
体
験

航
海
が

8
月
1
日
(
日
)
と

2
日
(
月
)

の
二
日
間
、

富
山
市
岩
瀬
港
岸
壁
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

マ
艦
内
公
開
H
だ
れ
で
も
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

マ
体
験
航
海
H
や
く
八
百
名
を

1
日
の

午
後
と
、
2
日
の
午
前
に
分
け
て
、

富
山
湾
を

一
周
し
ま
す
。

体
験
航
海
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

|移動保健所ひらく
」ー 西布施地区で

職
業
、
希
望
日
を
・
記
入
し
て
、

富
山
川

市
牛
島
新
町
6
l
M
A
、
自
衛
陵
富
山
川

地
方
連
絡
部
広
報
班
へ
お
申
込
み
を
川

自

動

車

運

転

手

市
役
所
で
川

は
自
動
車
運
川

募

集

転
手
一
名
を
川

募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
7
月
ロ

川

日
(
月
〉
ま
で
秘
書
人
事
課
へ
お
申
込
川

み
く
だ
さ
い
。

マ
年
齢
日
昭
和
仲
間
年
4
月
2
日
以
降
に
川

生
ま
れ
た
男
子

マ
資
格
日
大
型
一
種
免
許
を
有
す
る
人
川

マ
待
遇
H
面
接
の
際
、
前
歴
な
ど
計
算
川

し
決
定
し
ま
す
。

自
然
と
親
し
み
ま
し
ょ
う

マ・・・検
診
時
間
は
午
前
9
時

i
け
時

マ・
・・
検
診
予
定
人
員
は
各
会
場
と
も

六
十
名
、
検
診
料
は
四
百
円
で
す
0

・

マ
・:
申
込
み
は
、
西
布
施
地
区
が

7

月
お
日
ま
で
、
松
倉
地
区
が
8
月
4

日
ま
で
、
市
役
所
保
険
衛
生
課
へ
。

妊

婦

検

診

と

妊
婦
検
診
と
母

'

親
学
級
は
、
毎
月

母

親

学

級

第
一

、
第
三
金
曜

日
魚
津
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
妊
婦
検
診
日
午
後
1
時
i
1
時
半

マ
母
親
学
級
H
午
後
1
時
加
分

i
3

時
初
分
。

7
月
日
日
は
、
妊
婦
体
操

(
安
産
、
無
痛
分
べ
ん
の
た
め
の
体

操
)
と
、
映
画
「
妊
娠
中
の
保
健
」

8
月
6
日
は
、

「
分
べ
ん
の
生
理
」

「
出
産
の
準
備
、
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
服

に
つ
い
て
」
医
師
、
保
健
婦
か
ら
講

話
が
あ
り
ま
す
。

- 6ー

7
月
の
医
師

に
よ
る
健
康
相

談
は
、
都
合
に

よ
り
第
三
水
曜
日
の
引
日
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

医
師
に
よ
る
健
康

相
談
日
の
変
更

魚津保健所では、西布施地区で

移動保健所をひらきますo とれは

平素、保健所の利用が困難な遠隔

地の人を対象に無料で行なわれる

ものです。

実施事項

①結核検診=レントゲン顕影 ① 

乳幼児、 一般検診=尿、便、血液

j血圧、心電図、眼底の各検査と診

察 ①成人病検診=胃ガン、子宮

カcン検診@相談および指導=栄

養、家族計画など ①そのほか水

質検査、 世帯調査、個人健康調査

衛生教育など

対象地区と開設日時

砂小川寺、日尾地区=7月12日 〈

月〉午前10時から午後 3時まで

@布施連絡所

砂黒沢地区=7月13日(火)午前

10時から午後 31侍まで保里清弘

宅

砂御影地区=7月14日〈水)午後

l時から 3時まで川上健治宅

第
三

O
五
号

編
集
発
行
人
沢

本

章

第 1期

第2期

今月の納税

国民健康保険税

固定資産税

納期限は 7月31日

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


